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Ⅲ.投資等比率及び貯蔵品比率の算定

(1)投資等比率の算定

(単位：百万円)

区分 首末平均残高

指定設備管理部門の電気通信事業固定資産 2,347,783 (Ａ)

指定設備管理部門における投資等(収益の見込まれないもの)（※）



0.5月 纉.5月   0月 0.5月









Ⅷ.利益対応税率の算定

利益対応税としては、事業税、地方法人特別税、法人税、道府県民税、市町村民税を見込んだ。

65.40%

(算定方法)

　1.税引前利益に対する率の算定

①税引前利益をｙ、税額をｘnとする。

②事業税実効税率

　　事業税額をｘ1、地方特別法人税をｘ2（＝ｘ1　×　1.48）とする。

　　ｘ

　 　 ｘ





Ⅹ.料金設定に使用した貸倒率

（単位：百万円）
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（別添１）　収容ルータの設備管理運営費

（単位：百万円）
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